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清
代

に
お
け

る

「境
」

と
流

通

食
糧
問
題
の

一
齣

則

松

彰

文

は

じ

め

に

清
代
前

・
中
期

(十
七

・
十
八
世
紀
)
の
食
糧
問
題
、
と
く
に
そ
の
生
産
と
流
通
に
つ
い
て
考
察
す
る
と
き
、
当
時
に
お
け
る

一
つ
の
重
要
な

概
念
と
し

て
、
「境
」
な
る
も
の
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
気
付
く
。
こ
の

「境
」
と
い
う
語
は
、
史
料
上
、
「邑
境
」
「県
境
」
「省
境
」
な
ど
と

見
え
、
あ

る

一
定
の
地
理
的
範
囲

(
地
域
)
を
示
す
語
と
し
て
、
ま
た
、
各
地
域
間
の
接
点
な
い
し
さ
か
い
目

(県
ざ
か

い
、
省
ざ
か

い
、
等

)

を
表
わ
す
語
と
し
て
広
く
使
用
さ
れ
た
。
し
か
し
、
「
境
」
は
右

の
用
法
以
外
に
、
あ
る
特
定

の
概
念
や
発
想
を
有
す
る
言
葉
と
し
て
、
当
時
の

人
々
に
用

い
ら
れ
た
。
本
稿
で
取
り
扱
う
食
糧
問
題
に

つ
い
て
み
て
も
、
生
産
と
流
通
、
需
要
と
供
給
と
い
っ
た
事
柄
が
論
じ
ら
れ
た
場
面
で
は
、

多
く
の
場
合
、
こ
の

「
境
」
概
念
が
そ
れ
ら
と
密
接
に
絡
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

り
　

　

つ
ニ

当
該
時
期
の
食
糧
問
題
に
つ
い
て
は
、
安
部
健
夫
氏
の
米
穀
需
給
研
究
、
お
よ
び
全
漢
昇
氏
の
物
価
史
研
究
以
来
、
こ
れ
ま
で
に
地
主
制
、
荒

き

　

政
、
物
価
、
経
済
政
策
、
経
済
構
造
他
、
様
々
な
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
た
豊
富
な
研
究
蓄
積
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
「境
」

の
概
念

に
着
目
し

て
こ
の
問
題
を
改
め
て
捉
え
直
し
て
み
る
と
、
従
来
の
も
の
と
は
ま
た
些
か
異
な
る
論
点
を
提
出
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ

　
　

　
る
。
本
稿

は
、
当
時
の
人
々
、
少
な
く
と
も
、
現
在
我
々
が
手
に
し
う
る
文
献
を
記
し
た
人
々
が
共
有
し
た

「
境
」
の
概
念
を
手
懸
り
と
し
て
、

十
七

・
十

八
世
紀
の
江
浙
地
方
、
な
ら
び
に
そ
の
近
隣
地
方
に
お
け
る
食
糧
問
題
の

一
齣
に
つ
き
、
若
干
の
考
察
を
行
な
う
も
の
で
あ
る
。

右
に
述

べ
た
通
り
、
本
稿

の
主
た
る
目
的
が
、
従
来

の
理
解
に
何
が
し
か
の
新
知
見
を
加
え
よ
う
と
す
る
点
に
存
す
る

こ
と
も
あ

っ
て
、
こ
こ

に
取
り
上
げ
た
史
料
の
多
く
は
、
既
に
諸
先
学
に
よ
っ
て
紹
介
済
み
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
新
史
料

の
提
供
と

い
う
点
で
、
ほ
と
ん
ど
新

味

の
無
い
こ
と
を
予
め
お
断
り
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。



一

食

糧

自

足

問

題

と

「
境

内

完

結

」

志

向

十
七

・
十
八
世
紀
の
江
浙

地
方
は
、
高

い
土
地
生
産
力
を
背
景
に
、
依
然
と
し
て
第

一
級
の
食
糧
生
産
高
を
誇

っ
て

い
た
。
し
か
し
、
当
該
時

期
に
お
け

る
江
浙

地
方
の
特
徴
は
、
当
地
が
併
有
す
る
中
国
最
大
の
食
糧
消
費
地
、
食
糧
搬
入
地
と
し
て
の
二
面
性
に
あ

っ
た
。
他
地
域
か
ら
恒

常
的
に
、

し
か
も
大
量
の
食
糧
供
給
を
受
け
る
情
況
下
に
あ

っ
て
、
江
浙

地
方
の
食
糧
需
給
に
論
及
す
る
者

の
多
く
は
、
次
の
よ
う
な
常
套
的
分

ヘ

ヘ

へ

析
手
法
を

も

っ
て
そ
の
点
を
説
明
し
た
。
す
な
わ
ち
、
各
論
者
が
考
察

・
論
及
の
際
に
対
象
と
し
た
地
域
内

(傍
点
は
筆
者
。
以
下
、
同
じ
)
に

ヘ

ヘ

ヘ

ヘ

へ

お
け
る
生
産
量
と
消
費
量
と

の
相
関
関
係
か
ら
、
当
該
地
域
内
で
の
食
糧
自
足
の
能
否
を
論
ず
る
と
い
う
手
法
で
あ
る
。
「
本
地
の
産
す
る
所

の

米
糧
、
本

地
の
民
食
に
敷
ら
ず
」
と

い
っ
た
表
現
に
代
表
さ
れ
る
、
右
の
手
法
を
用

い
た
事
例
は
、
江
浙

地
方
に
関
わ
る
も
の
の
場
合
、
枚
挙
に

暇
な
く

、
ま
さ
に
常
套
句
の
観
を
呈
し
て
い
た
。

そ
れ
ら
数
多
の
事
例
に
お

い
て
は
、
大
別
し
て
次
の
二
通
り
の
内
容
を
も

っ
て
食
糧
自
足
の
能
否
 

と
く
に
そ
の
不
能
 

が
語
ら
れ
て
い

る
。
そ

の

一
は
、
純
粋
に
対
象
地
域
内
に
お
け
る
需
要
と
供
給

の
不
均
衡
を
要
因
と
し
て
挙
げ
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
乾
隆
十
年
代
前
半

(十
八
世
紀
中
葉
)
の
黄
印

『錫
金
識
小
録
』
巻

一
、
備
参
上
、
「米
価
」
に
は
、
江
蘇
省
常
州
府
無
錫

・
金
置
両
県
に
関
し
て
、

邑
中
之
田
所
収
、
尚
未
足
供
邑
人
之
食
、
更
欲
接
済
他
省
、
勢
必
不
能
。

と
あ
り
、
ま
た
同
前
、
「田
土
之
利
」
に
、

計

一
邑
之
田
、
未
足
以
供

一
邑
之
食
、
無
怪
乎
民
生
日
難
也
。

と
あ
る
。
さ
ら
に
、
浙
江

省
杭
州
府
昌
化
県
に
関
し
て
、
道
光
三
年

(
一
八
二
三
)
刊

『昌
化
県
志
』
巻
五
、
戸
賦
志

、
積
貯
に
、
乾
隆
の
県
志

わ

へ

を
引

い
て
、

本

地
所
産
、
窪
不
足
以
養
本
地
之
人
。

と
あ
る
如
く
で
あ
る
。

い
ま

一
つ
は
、
右
に
述
べ
た
需
給
不
均
衡

の
真
因
と
し
て
、
耕
地
面
積
と
人
口
数
と

の
関
係
を
挙
げ
る
も
の
、
な
い
し
は
、
そ
の
何
れ
か
を
強

調
し
て
指
摘
す
る
も
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
耕
地
面
積

の
狭
隙
さ
に
規
定
さ
れ
た
食
糧
生
産
量
と
、
人
口
の
多
さ
に
伴
う
消
費
量
、
そ
れ
ら
二
者

間
の
不
均
衡
を
説
く
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
咸
豊

九
年

(
一
八
五
九
)
刊

『
南
潯
鎮
志
』
巻
二
四
、
物
産
、
穀
之
属

に
は
、
断
江
省
湖
州
府
烏



程
県
南
潯

鎮
に
関
し
て
、

地
狭

人
稠
、
本
地
所
出
之
米
、
納
糧
外
、
不
足
供
本
地
之
食
、
必
頼
客
米
接
済
。

　

リノ

　

と
あ
る
。
ま
た
、
二
要
素

の
う
ち
何
れ
か
を
強
調
す
る
も
の
と
し
て
は
、
前
掲
、
『昌
化
県
志
』
巻
三
、
河
渠
志
、
堰
に
、

独
是
昌
山
多

田
少
、

一
年
之
所
獲
、
不
足
支
半
歳
。
恒
乞
羅
於
外
郡
、
以
及
塩
布
百
物
之
所
需
、
皆
取
給
於
蘇
松
杭
紹
。

と
あ
り
、
さ
ら
に
、
『宮
中
棺
乾
隆
朝
奏
摺
』
台
湾

・
国
立
故
宮
博
物
院
刊
、
第
三
輯
、
八
七
三
頁
、
両
江
総
督
尹

継
善

・
江
蘇
巡
撫
荘
有
恭

の

十
七
年

二

七
五
二
)
九
月
二
十
日
奏
摺
に
引
か
れ
た
江
蘇
布
政
使
郭

一
裕
の
称
に
、

惟
是
江
蘇
戸
口
股
繁
、
本
地
所
産
米
糧
、
不
敷
本
地
民
食
、
全
頼
江
広
上
江
接
済
。

と
あ
る
。
前
者
は
耕
地
面
積

の
狭
阻
に
伴
う
生
産
量
の
点
か
ら
、
後
者
は
人
口
増
加
に
伴
う
消
費
量
を
主
因
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
に
お
け
る
食
糧

自
足
の
不
能
が
説
か
れ
て
い
る
。
周
知
の
通
り
、
人
口
増
加
の
問
題
は
、
江
断
地
方
に
限
ら
ず
、
当
該
時
期

の
中
国
全
般
に
関
し
て
み
ら
れ
た
指

摘
で
あ
る
。
か
の
洪
亮
吉
が
、
乾
隆

・
嘉
慶
年
間
に
つ
い
て
、

戸
口
至
今
日
、
可
謂
極
盛
矣

。
天
不
能
為
戸
口
之
盛
、
而
更
生
財
。
地
不
能
為
戸
口
之
盛
、
而
更
出
粟
。

と
述

べ
た
よ
う
に
、
人
口
増
加
に
伴
う
食
糧
需
給
の
逼
迫
と
い
う
認
識
は
、
当
時
に
あ

っ
て
は
、
か
な
り
普
遍
的
な
拡
が
り
を
も

っ
て
い
た
よ
う

に
思
わ
れ

る
。

何
れ
に
し
て
も
、
当
該
時
期

の
江
浙
地
方
に
お
い
て
、
論
者
の
多
く
が
常
套
句
的
に
と
は

い
え
、
食
糧
自
足
問
題
と
く

に
そ
の
不
能
を
指
摘
し

た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
な
お
か

つ
、
そ
の
際
に
は
、
個
々
の
各
経
営
単
位
に
お
け
る
自
給
自
足
が
問
わ
れ
た
の
で
は
な
く
、
後
述
の
如
く
、

そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
内

口

「境
内
」
に
お
け
る
自
足
の
能
否
が
問
題
と
さ
れ
た
点
が
注
目
に
値
す
る
。
そ
こ
で
以
下
に
お

い
て
は
、
当
該
時
期
に
お

け
る
食
糧
自
足
の
発
想
と
、
そ
の
発
想
の
枠
組
み
に
関
わ
る

「境
内
」
の
問
題
に
つ
い
て
、
考
察
を
進
め
る
こ
と

に
し
た

い
。

先
学

の
研
究
に
よ

っ
て
明
ら
か
な
通
り
、
江
断
地
方
の
米
穀
需
要
地
は
、
明
末

(十
六
世
紀
後
半

)
以
降
、
長
江
中

・
上
流
域
で
産
出
さ
れ
た

　

　

米
穀
の
恒
常
的
な
流
入
を
侯

っ
て
は
じ
め
て
、
そ
の
需
要
が
充
た
さ
れ
る
状
態
に
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
常
態
化
し
た
広
域
的
な
食
糧
流
通
構
造

の
下
に
あ

っ
て
も
な
お
、
問
題
が
こ
と
食
に
関
わ
る
も
の
で
あ

っ
た
が
故
に
、
食
糧
自
足
に
対
す
る
人
々
の
強

い
思
い
が
残
存
し
た
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
乾

隆
年
間
の
人
、
高
晋
は
両
江
総
督
時
代
、
当
時
の
江
蘇
省
松
江
府
近
辺
に
お
け
る
米
穀
需
給

の
情
況
を
苦

々
し
く
思
い
、
そ
の
改
善
に

つ
い
て
次

の
よ
う
に
主
張
し
た
。



惟

松
江
府

・
太
倉
州

・
海
門
庁

・
通
州
並
所
属
之
各
県
、
偏
近
海
濱
、
率
以
沙
張
之
地
、
宜
種
棉
花
。
是
以
種
花
者
多
、
而
種
稲
者
少
。
毎

年

口
食
、
全
頼
客
商
販
運
、
以
致
糧
価
常
貴
無
所
底
止
。
(
中
略
)
臣
請
、
嗣
後
以
三
年
為
限
、
責
成
松
江

・
太
倉

・
海
門

・
通
州
各
府
庁

州
県
地
方
官
、
将
応
開
溝
渠
、
並
泓
塞
支
河
汲
港
、
多
方
設
法
、
照
業
食
佃
力
之
例
、
次
第
勧
民
開
溶
深
通
、
以
収
水
利
之
益
。
然
後
勧
諭

紳

士
百
姓
、
凡
田
土
在

一
頃
以
下
者
、
応
聴
其
便
、
若
在

一
頃
以
上
者
、
只

許
種
棉

一
半
、
其
余

一
半
改
種
稲
田
。
士
民
之
蓮
行
者
奨
勉
之
、

抗

違
者
教
戒
之
。
(
中
略
)
如
此
寛
以
限
期
、
則
民
無
擾
累
、
官
有
責
成
。
将
見
本
地
之
産
糧
日
多
、
不
専
籍
於

外
来
商
販
、
似
於
海
彊
民

食

、
大
有
稗
益
ム矢
。

高
晋
は
、
当
時
の
商
品
生
産
に
お
け
る

一
つ
の
核
と
な

っ
て
い
た
松
江
府
お
よ
び
近
隣
地
方
の
棉
作
の
隆
盛
が
、
そ
れ

に
反
比
例
し
た
稲
作
の
減

少
を
も
た
ら
し
た
結
果
、
当
地
の
食
糧
が
客
商
依
存
と
な
り
、
そ
れ
が
恒
常
的
な
穀
物
価
格

の
騰
貴
に
つ
な
が
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の
上
で
、

コ
に

　

　
け

ロ

当
地
に
お
け
る
稲
作
か
ら
棉
作

へ
の
転
換
を
助
長
し
た
水
利
の
不
備
を
、
各
地
方
官
主
導
の

「業
食
佃
力
」
方
式
に
よ

る
水
利
事
業
で
克
服
し
た

の
ち
、

田
土
面
積

一
頃
を
基
準
に
、
そ
れ
以
上
の
所
有
者
に
つ
い
て
は
、
棉
と
稲

の
作
付
面
積
を
半
々
に
す
る
こ
と
を
提
唱
し
た
。
こ
の
よ
う
な

米
穀
増
産
が
、
「本
地

の
産
糧
は
日
に
多
く
、
専
ら
外
来
の
商
販
に
籍
ら
ず
」
と
い
う
成
果
を
生
む
と

い
う

の
で
あ
る
。
彼
は
ま
た
、
食
が
衣
よ

　
ロ

　

り
も
重
要
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
し
め
た
上
で
、
稲
作
を
多
く
、
棉
作
を
少
な
く
さ
せ
よ
と
主
張
し
た
。
右
の
高
晋
の
主

張
は
、
発
想
の
点
に
お
い

て
、
次

の
二
つ
の
重
要
な
要
素
を
包
含
し
て
い
る
。

一
つ
は
、
食

の
重
視
で
あ
り
、
い
ま

一
つ
は
、
客
商

・
客
米
依
存
体
制
か
ら
の
脱
却
を
目
論

ん
だ
、
松
江
府

一
帯
の
棉
作
地
域
内
に
お
け
る
米
穀
増
産
で
あ
る
。

第

一
の
、
食
糧
問
題
の
固
有
性
に
関
わ
る
点
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
中
国
お
よ
び
そ
の
影
響
を
受
け
た
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
伝
統
的
思
考

た
る
、
農
本
思
想
に
根
ざ
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
疑
い
を

い
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
農
本
商
末

の
思
考
に
照
ら
せ
ば
、
末
商

へ
と
連
な
る
棉
作

へ
ほ

へ

が
、
官
民
双
方
に
と

っ
て

「
根
本
之
計
」
た
る
食
糧
生
産
を
阻
磯
し
て
い
る
と
の
認
識
が
高
晋
に
存
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な

い
。

ま
た
、
陳
西
巡
撫
の
任
に
あ

っ
た
畢
況
は
、
乾
隆
四
十
七
年

(
一
七
八
二
)
の
上
疏
に
お

い
て
、

霧
惟
、
国
家
大
計
、
不
過
民
生

・
吏
治
二
端
。
而
建
官
之
本
意
、
則
以
勤
民
為
主
。
勤
民
之
要
、
終
以
足
食
為
先

。

ホ
ゆ

　ワ

と
述
べ
、
国
家

・
官

・
民
三
者
に
と
っ
て
の
最
優
先
課
題
が
、
民
生
に
関
わ
る
食

の
充
足
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
以
上
か
ら
、
当
時
に

お
け
る
食
糧
問
題
重
視
と
い
う
姿
勢

の

一
端
を
窺

い
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
が
、
肝
要
な
点
は
、
食
の
重
視
と

「境
」
と
の
連
関
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
先
に
掲
げ
た
高
晋
の
発
想
の
二
点
目
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
。
先
述
の
通
り
、
江
断
地
方

の
食
糧
需
給
に
関
す
る
論
者
の
認
識

・
評



へ

価
は
、
論
及

の
際
に
対
象
と
し
た
該
当
地
域
内
に
枠
を
設
定
し
て
、

つ
ま
り

「境
内
」
に
環
を
閉
じ
て
発
想
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
た

も
の
で
あ

っ
た
。
先
に
述

べ
た
高
晋

の
主
張
も
、
松
江
府

一
帯
の
棉
作
地
域
に
枠
組
み
を
設
定
し
た
、
「境
内
完
結
」
に
基
づ
く
食
糧
自
足
論
で

あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
、
江
浙

地
方
か
ら
少
し
範
囲
を
拡
げ
て
、
福
建

・
江
西
両
省
に
関
す
る
事
例
に
眼
を
転
じ
て
み
よ
う
。
乾
隆
年

間
の
福
建
省
福
州
府
閾

県
の
人
、
郭
起
元
は
、
福
建
省
に

つ
い
て
、

閏
地

二
千
余
里
、
原
限
饒
沃
、
山
田
有
泉
滋
潤
。
力
耕
之
、
原
足
給
全
閲
之
食
。
無
如
始
開
地
者
、
多
植
茶
蝋

・
麻
苧

・
藍
綻

・
糖
薦

・
離

支

・
柑
橘

・
青
子

・
芳
珈奴
之
属
、
耗
地
也
三
之

一
。
其
物
猶
足
供
食
用
也
。
今
則
煙
草
之
植
、
耗
地
十
之
六
七
。
(
中
略
)
窩
念
、
古
者
建

国
居
民
、
不
待
食
干
彊
外
。
閾
地
耗
干
植
煙
、
既
厳
其
禁
、
然
小
民
不
知
大
計
、
終
以
煙
草
為
利
、
久
且
復
植
。

　
め

　

と
述
べ
て

い
る
。
「
之
を
力
耕
す
れ
ば
、
原
よ
り
全
閲
の
食
を
給
す
る
に
足
る
」
と

い
い
、
ま
た
、
「古
者
建
国
の
居
民
、
食
を
彊
外
に
待
た
ず
」

と
い
う
二

つ
の
評
価
か
ら
推
し
て
、
郭
起
元
も
ま
た
高
晋
と
同
じ
く
、
「
境
内

(福
建
省
内
)
完
結
」
に
基
づ
く
食
糧
自

足
と

い
う
発
想
を
有
し

て
い
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
か
か
る

「境
内
完
結
」
志
向
は
、
康
煕

・
雍
正
年
間
の
福
建
省
潭
州
府
潭
浦
県
の
人
、
票
世
遠
が
、

窟
聞
、
王
政
無
遇
罐
之
文
、
救
荒
有
移
粟
之
例
。
(中
略

)
福
建
之
米
、
原
不
足
以
供
福
建
之
食
、
錐
豊
年
多
取
資

於
江
断
。
亦
猶
江
浙

之

米
、
原
不
足
以
供
江
浙

之
食
、
難
曲豆
年
必
仰
給
於
湖
広
。

　
け

　

と
い
う
如

く
、
ま
た
陳
弘
謀
が
江
西
巡
撫
の
時
代

(乾
隆
六
～
八
年
)
に
、

江
西
本
産
米
之
郷
、
今
以
本
地
之
人
、
食
本
地
之
米
、
可
無
米
貴
之
患
。

　
　

ね

と

い
う
通
り
、
省
を
単
位
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
米
穀
需
給
を
論
じ
た
場
合
に
も
看
て
取
れ
る
。
そ
も
そ
も
、
地
方
官
の
対
象
と
す
べ
き
行
政
施
行

へ
の

　

の
範
囲
は
、

一
般
的
に
は
、
そ
の
任
地
内
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
右
の
陳
弘
謀
の
事
例
の
よ
う
に
、
地
方
官
が
任
地
を
単

位
と
し
て
食
糧
需
給
を
論
じ
る
こ
と
は
、
立
論
上
の

一
つ
の
便
法
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
を
通
じ

て
い
わ
ん
と
す
る
こ
と

は
、
か
か

る
便
法

の
前
提
と
し
て
、
彼
ら
の
発
想
の
根
底
に
、
「境
内
完
結
」

の
志
向
が
存
在
し
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
な
の
で
あ

る
。さ
て
、
時
代
は
少
し
降
る
が
、
乾
隆
末
か
ら
咸
豊

初
の
人
、
包
世
臣
に
も
食
糧
自
足
に
関
わ
る
著
作
が
あ
る
。
道
光
年
間

(
十
九
世
紀
前
半

)

に
刊
行
さ

れ
た

『安
呉
四
種
』

「斉
民
四
術
」
巻
二
、
農
二
、
「
庚
辰
雑
著
二
」
に
は
、
嘉
慶
二
十
年
代
頃
の
江
蘇
省
蘇
州
府
に
お
け
る
多
数

の
窮



民
の
存
在
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
彼
は
、

然
而

一
遇
凶
荒
、
則
流
離
載
道
。
屡
受
豊
年
、
而
農
事
甫
畢
、
窮
民
遂
多
、
井
日
而
食
者
何
也
。
説
者
謂
、
生
歯

日
繁
、
地
之
所
産
、
不
敷

口
食
。
此
小
儒
不
達
理
勢
之
言
。
夫
天
下
之
土
、
養
天
下
之
人
至
給
也
。
人
多
則
生
者
愈
衆
、
庶
為
富
基
。
山豆
有

反
以
致
貧
者
哉
。

　
ゐ

ね

と
述
べ
て
、
当
時

一
般
的
で
あ

っ
た
人
口
増
加
に
伴
う
食
糧
不
足
と
い
う
見
解
を
痛
烈
に
批
判
し
、
逆
に
人
口
の
増
加
に
対
し
正

の
価
値
を
与
え

る
。
そ
の
上
で
、
蘇
州
府
に
お
け
る
食
糧
不
足
は
、
煙

(
タ
バ
コ
)

・
酒

・
ア
ヘ
ン
の
三
害
に
起
因
す
る
と
し
て
、
三
者
そ
れ
ぞ
れ
の
構
造
を
論

証
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
酒
害
を
論
じ
た
箇
所
の
末
尾
に
お
い
て
、
包
世
臣
は
、

以
蘇

州
之
稠
密
甲
於
天
下
、
若
不
受
酒
害
、
則
其
所
産
之
穀
、
且
足
養
而
有
余
。
其
他
地
広
人
稀
之
所
可
知
。

と
述

べ
、
そ
の
弊
害
を
強
調
し
て
い
る
。
勿
論
、
こ
れ
が
文
脈
上
、
醸
酒

.
飲
酒
に
よ
る
弊
害

の
強
調
を
意
図
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
割
殉
引

く
必
要
が
あ
ろ
う
が
、
右
に
示
さ
れ
た
包
世
臣
の
見
解
も
ま
た
、
蘇
州
府
内
で
完
結
し
た

「境
内
完
結
」
の
食
糧
自
足
論
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
に
述
べ
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
当
時
当
地
に
お
け
る
士
人
層
の
食
糧
問
題
に
関
す
る
認
識
に
は
、
「境
内
完
結
」
志
向
に

基
づ
く

「食
糧
自
足
」
志
向
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う

。
他
地
域
で
生
産
さ
れ
た
食
糧

(と
く
に
米
穀
)
の
広
域
流
通
が
常
態
化
し
た
情
況

に
あ

っ
て
も
な
お
、
食
糧
自
足
こ
そ
を
理
想
の
形
態
と
す
る

「食
糧
自
足
」
志
向
が
、
彼
ら
の
意
識
に
厳
然
と
残
存
し

て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
そ
し

て
、
そ
の
食
糧
自
足
と
は
、
各
人
の
立
脚
す
る
地
域
を
単
位
と
し
て
、
そ
の

「境
内
」
に
発
想
の
枠
組
み
を
完
結
さ
せ
た

「境
内
完

へ
め

　

結
」
を
も

っ
て
論
じ
ら
れ
た
も
の
だ

っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

以
上

の
見
通
し
を
踏
ま
え
た
上
で
、
次
節
に
お
い
て
は
、
米
穀
流
通
上
に
お
け
る

「出
境
」

の
問
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。

二

出

境

問

題

十
七

・
十
八
世
紀
の
中
国
に
お
い
て
、
広
域
的
な
食
糧
流
通
が
常
態
化
し
て
い
た
と
い
っ
て
も
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
常
に
ス
ム
ー
ズ
な
物

資
の
流
れ
が
保
証
さ
れ
て
い
た
訳
で
は
な
か

っ
た
。
需
要
地

・
供
給
地
双
方
に
お
け
る
事
情
や
、
商
人
活
動

.
流
通
ル
ー
ト
の
問
題
に
関
わ
る
流

通
過
程
上
に
お
け
る
諸
要
素
、
ま
た
時
々
の
経
済
政
策
他
、
ま
さ
に
種

々
の
構
成
要
素
に
よ

っ
て
食
糧
流
通
は
深
く
規
定
さ
れ
て
い
た
。
右
の
よ

う
な
広
域
流
通
に
関
わ
る
問
題
と
し
て
、
当
時
様
々
な
論
議
を
呼
ん
だ
遏
糴

、
阻
米
、
採
買
は
、
何
れ
も
食
糧
が
あ
る

「
境
」
よ
り
外

に
搬
出
さ

れ
る
か
否
か
と

い
う
点
、

つ
ま
り

「出
境
」
問
題
を
係
争
点
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
の
際
に
焦
点
と
な

っ
た

「境
」
と
は
、
単
な
る
特
定
地



域
の
内
外

と
い
う
次
元
を
超
え
て
、
先
述
の
如
き

「境
内
完
結
」
志
向
や
地
域
主
義
の
発
想
に
根
ざ
し
た
、
固
有

の

「境
」
概
念
に
関
わ
る
そ
れ

で
あ

っ
た

の
で
あ
る
。
本
節

で
は
、
筆
者
自
身
を
も
含
め
て
、
従
来
よ
り
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
遏
糴

、
阻
米
、
採

買

の
問
題
を
、
か
か
る

「境
」
概
念

に
着
目
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
改
め
て
考
察
し
た
い
。

遏
糴

と
阻

米遏
糴

と
は
、
食
糧
搬
出
地
の
地
方
官
が
、
搬
出
の
結
果
も
た
ら
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
品
不
足
や
価
格
騰
貴
を
懸
念
し
、
そ

の
防
止
策
と
し
て
、
域

　
め

　

外

へ
の
搬
出
を
行
政
権
限
を
も

っ
て
強
制
的
に
停
止
さ
せ
る
行
為
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
遏
糴

行
為
と

「
境
」
に
関
わ
る
興
味
深
い
認
識
を
、

　
　

へ

先
掲

の
黄

印
に
見
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
彼
は
、
乾
隆
十
年
代
ま
で
の
無
錫

・
金
置
両
県

(
以
下
、
錫
金
と
略
記
)
に
お
け
る
米
穀
需
給
に
つ

い
て
、愚
按
、
邑
中
之
田
所
収
、
尚
未
足
供
邑
人
之
食
、
更
欲
接
済
他
省
、
勢
必
不
能
。
毎
歳
郷
民
、
棉
布
易
粟
以
食
、
大
抵
多
籍
客
米
、
非
邑
米

也
。
雍
正
以
前
、
邑
米
未
嘗
不
出
境
、
而
湖
広

・
江
西
諸
処
米
艘
稟
至
。
下
流
之
去
者
少
、
上
流
之
来
者
多
。
難
当
漱
歳
、
而
米
不
甚
貴
者

此
也
。
近
則
他
省
之
米
筆
至
、
而
私
販
出
境
者
滋
多
。
則
米
日
少
、
而
価
安
得
不
増
。

　
ふ

　

と
述
べ
て

い
る
。
県
内
に
お
け
る
地
域
差
を
孕
み
つ
つ
も
、
ト
ー
タ
ル
に
見
て
、
棉
布
そ
の
他
の
手
工
業
品
生
産
に
よ

っ
て
生
計
を
支
え
る
当
地

　
　

　

の
民
は
、
長
江
米
穀
流
通
に
基
づ
く
湖
広

・
江
西
米

の
搬
入
に
よ
っ
て
、
そ
の
需
要
を
充
足
さ
せ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
乾
隆
十
年
代
に
な
る
と

雍
正
段
階
ま
で
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
現
象
と
し
て
、
長
江
流
通
米
の
不
通
と
、
錫
金
米

の
県
外
流
出
と
い
う
事
態
が
起

こ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

へ
れ

　

錫
金
で
は
米
不
足
と
価
格
騰
貴
に
見
舞
わ
れ
た
と

い
う
。
こ
の
よ
う
な
現
状
に
対
し
て
黄
印
は
、
先
に
続
け
て
、

至
漸
省
大
荒
、
反
借
資
於
蘇
常
之
米
、
価
高
三
倍
無
惑
矣

。
始
邑
令
猶
厳
出
米
之
禁
、
及
断
省
需
米
急
、
上
官
有
遏
糴

之
戒
奉
文
。
官
羅
者

什
之

一
、
私
販
出
境
者
什
之
九
　
。
上
源
既
絶
、
下
復
決
防
、
以
注
其
澗
也
、
可
立
而
待
也
。
如
日
米
貴
、
流
通
必
使
上
游
之
米
、
先
流
通

於
下
。
乃
可
為
邑
令
者
、
当
視
客
米
之
通
塞
、
以
為
権
衡
。
筍
客
米
不
至
、
則
禁
止
牙
行
、
勿
私
通
商
販
、
不
可
不
厳
也
。

と
述
べ
、
錫
金
に
お
け
る
米
穀
需
給
の
安
定
化

へ
向
け
て
、
現
状
の
打
開
と
復
旧
と
を
主
張
す
る
。
つ
ま
り
、
長
江
中

・
上
流
の
米
穀
生
産
地
か

ら
錫
金

へ
向
け
て
の
搬
出
確
保
と
共
に
、
万

一
そ
の
搬
入
が
滞

っ
た
際
に
は
、
錫
金
の
地
方
官
が
商
業
行
為
に
制
限
を
加
え
る
こ
と

実
質
的

に
遏
糴

の
内
容
を
も
つ
も
の

を
提
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
他
地
域
か
ら
錫
金

へ
の
円
滑
な
流
通
＝

「出
境
」
を
主
張
す
る

一
方
で
、
必
要



あ
ら
ば
錫
金
で
の
遇
罐
実
行
を
求
め
る
右
の
黄
印

の
議
論
は
、
遏
糴

行
為

の
も

つ
意
図
の
所
在
を
象
徴
的
に
表
わ
す

一
例

で
あ
る
と

い
え
よ
う
。

す
な
わ
ち
、
遏
糴

と
は
、
「
境
内
完
結
」
志
向

に
基
づ
く
食
糧

の

「出
境
」
阻
止
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
各
地
方
官
に
よ
る
遏
糴

行
為

に
対
し
、
清
朝
中
央
政
府
は
強
く
そ
の
排
除
を
求
め
た
が
、
そ
の
遏
糴
厳
禁
の
論
理
に
は
、
阻
米
と
の
連
関
を
説
く
も

の
も
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、

次
に
阻
米

の
問
題
を
検
討
し
、
そ
の
の
ち
に
両
者
を
合
わ
せ
て
、
そ
れ
ら
の
禁
止
を
説
く
論
理
に
つ
い
て

一
考
す
る
こ
と

と
し
た

い
。

阻
米
と
は
、
遏
糴

と
同
じ
く
、
米
穀
の

「
出
境
」
を
阻
止
す
る
行
為
で
あ
る
。
し
か
し
、
行
為

の
主
体
と

い
う
点
で
両
者
は
異
な
り
、
阻
米
は

　
に

　

農
民
、
都
市
住
民
、
棍
徒
、
無
頼
、
ま
た
下
層
士
人
層
に
よ

っ
て
果
た
さ
れ
た
。
阻
米
行
為
に
関
し
て
は
、
近
年
、
三
木
聰
氏
が
抗
租
と
の
関
連

　
む

　

か
ら
詳
細
な
考
察
を
行
な

っ
て
い
る
。
三
木
氏
は
、
明
末
清
初
の
福
建

の
事
例
か
ら
、
抗
租
に
阻
米
闘
争
と
し
て
の

一
面
が
看
取
さ
れ
る
こ
と
を

指
摘
す
る

一
方
、
当
時
の
福
建
佃
農
に
よ
る
阻
米
が
、
米
穀

の

「本
郷
」
内
確
保
と
、
「他
境
」

へ
の
流
出
阻
止
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ

っ
た

　
あ

　

こ
と
を
論
証
し
た
。
こ
こ
で
は
、
三
木
論
文
に
も
既
に
引
用
さ
れ
て
い
る
、
江
西
巡
撫
の
任
に
あ

っ
た
陳
弘
謀
の
乾
隆

七
年

(
一
七
四
二
)
十
二

月
の

「筋
禁
阻
米
彊
買
悪
習
激
」
を
素
材
に
、
阻
米
と

「境
」
と

の
連
関
に
つ
い
て
言
及
し
よ
う
。
陳
弘
謀
は
、
阻
米

批
判
の
立
場
か
ら
次

の
よ

　
あ

ト

う
に
述
べ
て
い
る
。

再
四
体
訪
実
由
、
地
方
富
戸
初
聞
、
各
省
米
貴
採
買
甚
多
、
以
為
将
来
米
価
自
必
日
昂
、
因
此
不
肯
出
羅
。
亦
有
貧
民
籍
米
貴
為
名
、
阻
擁

富
戸
、
不
許
売
穀
。
或
郷
村
之
穀
、
不
許
入
城
、
此
郷
之
穀
、
不
許
売
於
彼
郷
。
或
沿
途
欄
阻
客
米
、
不
許
出
境
。
更
或
将
田
主
租
穀
、
不

許
入

城
。
遂
至
米
穀
上
市
者
少
、
本
地
有
無
不
能
相
通
、
価
値
益
見
其
貴
　
。
(中
略
)
不
但
本
境
貨
販
勢
不
能
無

、
即
隣
省
商
販
持
価
赴

買
、
亦
属
貿
易
之
常
、
歴
年
如
此
。
米
非
犯
禁
之
物
、
販
米
非
違
禁
之
事
。
現
在
欽
奉
恩
旨
、
永
免
各
関
米
税
、
又
欽
奉
上
諭
、
不
許
隣
省

遏
糴

、
煙
煤
聖
訓
、
無
非
珍
念
民
食
、
流
通
米
糧
至
意
。
山豆
容
地
方
弓
民
、
籍
米
貴
之
説
、
不
容
販
運
出
境
。
(
中
略
)
至
来
年
各
処
、
出

借
社

穀
、
平
耀
官
米
、
自
然
源
源
接
済
。
自
示
之
後
、
敢
有
阻
撹
羅
責
、
不
許
過
郷
越
村
、
欄
戴
客
米
、
不
許
出
境
。
或
抗
欠
田
租
、
或
侍

衆
彊

借
、
或
短
価
勒
買
。
凡
此
種
種
悪
計
、
非
係
貧
而
無
頼
之
好
民
。
即
属
統
衆
為
非
之
悪
棍
弓
、
不
可
長
法
更
難
容
。

右
の
史
料

か
ら
窺
え
る
陳
弘
謀

の
阻
米
批
判

の
論
点
は
、
煎
じ
詰
め
れ
ば
、
富
戸
擁
護
と
清
朝
中
央
政
府
の
と
る
米
穀
流
通
促
進
策

の
支
持
と

い

う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
、
彼
の

「出
境
」
認
識
に
注
目
す
る
と
、
郷
村
か
ら
城
内
な
い
し
他
の
郷
村

へ
の
米
穀
流
出
に
対
す
る
阻
米

行
為
に
関
し
て
は
、
「過
郷
」
、
「越
村
」
と
い
う
語
を
使
用
し
、
「出
境
」
の
語
は
、
他
省
と
の
関
わ
り
を
有
す
る
客
米

流
通
の
阻
止
に
関
す
る
場

合
に
の
み
使
用
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
か
ら
、
陳
弘
謀
は
省
域
を
基
準
に
、
省
境
を
越
え
る
行
為
を

「出
境
」
と
認
識
し
て
い
た
も



の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
右
の
事
例
は
、
「境
内
完
結
」
志
向
と
の
関
わ
り
を
明
示
す
る
も
の
で
は
な

い
が
、
郷

・
村

・
省

と
い
っ
た
レ
ヴ

エ
ル
に

お
け
る
米
穀

の
域
外
流
出
阻
止
の
行
動
と
し
て
、
阻
米
が
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
と
共
に
、
「越
省
」
阻
止
を
目
的
と
し
た
阻
米
行
為
が
、
「出

境
」
に
関
わ
る
問
題
と
し
て
認
識
さ
れ
た
点
に
、

一
つ
の
特
徴
を
見

い
出
す
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
右
に
述

べ
た
遏
糴

、
阻
米
に
対
す
る
禁
止
の
論
理
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
乾
隆
帝
は
、

各
省

年
歳
豊
漱
不
斉
、
全
頼
商
販
流
通
、
有
無
貿
遷
、
以
資
接
済
。
向
来
地
方
官
懐
私
遜
誉
、
岡
顧
大
体
。
難
有
遏
糴

之
禁
、
而
陽
奉
陰
違

者
、
傍
復
不
免
。
今
年
江
断
所
属
、
偶
被
偏
災
、
本
地
米
糧
既
少
、
勢
必
籍
資
隣
省
。
誠
恐
不
肖
有
司
、
昧
救
災
夘
隣
之
義
、
阻
遏
糴

販
、

市
買
益
籍
以
居
奇
、
地
棍
因
而
滋
事
、
則
災
地
民
食
、
倍
覚
拮
据
。
著
伝
諭
四
川

・
湖
広

・
江
西

・
河
南

・
山
東
各

督
撫
等
、
厳
筋
属
吏
、

遍
行
暁
諭
。
凡
有
商
販
米
船
、
不
拘
大
小
多
寡
、
聴
其
装
載
流
通
、
不
得
遏
糴

。
如
有
地
方
無
頼
棍
徒
、
借
端
擁
阻
者
、
即
行
厳
學
治
罪
。

該
督
撫
等
務
宜
実
力
奉
行
、
以
副
朕

一
視
同
仁
之
意
。

　
　

　

と
し
て
、
そ
れ
ら
の
厳
禁
を
指
示
し
て
い
る
。
尤
も
、
遏
糴

に
関
す
る

「陽
奉
陰
違
す
る
者
、
傍
ほ
復
た
免
か
れ
ず
」
と

い
う
指
摘
が
、
そ
の
根

絶
の
困
難
さ
を
物
語

っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
。
乾
隆
帝
は
、
こ
こ
で
不
肖
の
地
方
官
が
行
な
う
遏
糴

に
端
を
借
り
た
商
人

の
不
正
行
為
、
な
ら
び

に
地
方
棍
徒
等

の
阻
米
行
為
を
懸
念
し
、
こ
れ
ら
の
防
止
を
も
意
図
し
て
遏
糴

禁
止
を
改
め
て
説

い
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
遏
糴

と
阻
米
と
の

ヘ
レ

　

連
関
に

つ
い
て
、
乾
隆
年
間
の
大
官
、
尹
継
善
は
次

の
よ
う
に
詳
説
し
て
い
る
。

年
歳
豊
漱
、
原
不
能
斉
、
全
頼
商
販
流
通
、
有
無
患
遷
、
以
資
接
済
。
乃
地
方
官
員
、
往
往
各
懐
私
心
、
不
顧
大
体
、

一
遇
隣
省
荒
漱
、
惟

恐
米
糧
外
販
、
出
示
禁
止
、
以
博
本
地
郷
愚
之
歓
心
。
甚
至
同
省
之
中
、
亦
各
分
彼
此
、
本
県
之
米
、
不
許
販
往
別
県
。
而
地
方
棍
徒
、
遂

得
借
端
生
事
、
本
村
之
米
、
亦
不
許
載
往
別
村
、
欄
戴
河
道
、
騨
行
杁
槍
、
毎
至
聚
衆
闘
殴
、
醸
成
大
案
。
此
皆
遏
糴

之
弊
、
胎
害
不
浅
也
。

尹
継
善

の
認
識
に
よ
れ
ば
、
地
方
官
は
任
地

の
民
衆
の
歓
心
を
買
う
た
め
に
遏
糴

を
行
な

い
、
さ
ら
に
、
そ
れ
に
借
端

し
た
棍
徒
が
、
「
本
村
」

の
米
穀

の

「別
村
」

へ
向
け
て
の
搬
出
を
阻
止
す
べ
く
、
阻
米

(「欄
裁
河
道
」
)
や
槍
米

(「
騨
行
杁
槍
」
)
を
引
き
起
こ
す
と
い
う
。
彼
は
こ
れ

ら
を
等
し
く
、
遏
糴

の
弊
害
と
し
て
認
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

右
に
掲
げ
た
乾
隆
帝
お
よ
び
尹
継
善

の
前
提
と
な
る
現
状
認
識
は
、
中
国
内
に
お
け
る
物
資
流
通
の
商
業
流
通
依
存
体

制
で
あ
り
、
そ
の
流
通

へ
む

　

に
対
す
る
阻
擬
要
因
の
排
除
が
、
遏
糴

・
阻
米
禁
止
の
主
目
的
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
遏
糴

厳
禁
策
に
は
、
遏
糴

に
起
因
し
た
阻
米

の
生
起
を
防
止
す
る
意
図
も
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。



採
買採
買
と

は
、

一
般
的
に
は
、
「仕
入
れ
る
」
、
「
買
い
付
け
る
」
と
い
っ
た
意
味
を
表
わ
す
言
葉
で
あ
る
が
、
当
該
時
期
の
米
穀
に
関
す
る
採
買

は
・
常
平
倉
穀
の
調
達

・
補
充
を
主
目
的
に
、
各
地
方
の
総
督

・
巡
撫
ら
が
主
催
し
た
公
権
力
主
導
に
よ
る
米
穀
の
買

い
付
け
と
い
う
具
体
酌
な

内
容
を
有

す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
か
か
る
米
穀

の
官
採
買
に
つ
い
て
は
、
筆
者
の
論
考
を
含
め
、
既
に
い
く
ら
か
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
、

詳
細
に
関
し
て
は
そ
れ
ら
の
先
行
研
究
を
参
照
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
、
そ
の

一
大
改
革
と
な

っ
た
乾
隆
十
八
年

(
一
七
五
三
)

の
施
策
に

つ
い
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た

い
。

乾
隆
十
七

・
十
八
両
年
に
わ
た
る
全
国
的
な
論
議
を
経
た
の
ち
、
十
八
年
四
月
に
決
着
を
み
た
改
革
策
は
、
省
境
を

越
え
て
委
員
を
派
遣
し
他

省
で
米
穀
を
買

い
付
け
る
従
来
の
方
式

「委
員
越
省
採
買
」
を
原
則
的
に
禁
止
し
、
倉
儲
米
穀
の
補
填
を
各
省
境
内

に
限
定
す
る
と
い
う
も
の

で
あ

っ
た
。
こ
の
改
革

の
目
的
は
主
と
し
て
、
越
省
し
て
行
な
わ
れ
る
委
員
採
買
が
惹
起
す
る
他
省

へ
の
米
価
騰
貴

の
波
及
を
防
止
す
る
こ
と
、

な
ら
び

に
官
採
買
と
民
間
の
商
業
活
動
と
の
競
合
と
い
う
実
態
を
踏
ま
え
た
上
で
、
後
者
に
よ
る
円
滑
な
商
品

流
通
を
相
瑠

に
重
視
す
る
こ
と
、

以
上

の
二
点
に
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
採
買
改
革
に
関
し
て
は
、

い
く

つ
か

の
注
目
す

べ
き
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
「境
」
の
観
点
か

ら
特
筆

す
べ
き
は
、
こ
れ
が
、
官
採
買
の

「境
内
完
結
」
方
式
の
実
施
と
、
商
業
流
通
の

「境
内
完
結
」
排
除
と

い
う

、
相
反
す
る
二

つ
の
内
容

を
併
有
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
十
八
年
改
革
に
お
い
て
も
、
米
穀
流
通
と

「境
」
概
念
"

「境
内
完
結
」
と
の
関
連
が
、
す
な
わ

ち

「出
境
」
問
題
が
厳
に
問
わ
れ
た
の
で
あ

っ
た
。

以
上

、
清
代
前

・
中
期
の
食
糧
流
通
に
関
わ

っ
て
、
遏
糴

・
阻
米

・
採
買
の
問
題
を

「境
」
の
観
点
か
ら
論
じ
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
三
者
に
対

す
る
清
朝
中
央
政
府

の
考
え
方
に
つ
い
て
、
最
後
に

=
言
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
筆
者
は
、
遏
糴

.
理

の
禁
止

、
「
委
員
越
省
採
買
」

の

原
則
的
禁
止
と

い
う
基
本
方
針
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
全
国
的
な

「自
由
流
通
」
の
原
則
に
基
づ
き
、
商
人
活
動
に
よ
る
物

資
の

「
出
境
」
を
直
接

・
間
接
に
支
持
す
る
と

い
う
こ
と
で
は
な
か

っ
た
か
と
考
え
る
。
そ
の
実
現

へ
向
け
て
の
具
体

的
あ
り
よ
う
が
、
遏
糴

.

阻
米
行
為
を
生
む

「境
内
完
結
」
志
向

の
排
除
で
あ
り
、
他
方
、
米
穀
の
官
採
買
に
関
す
る

「境
内
完
結
」
方
式
の
採

択
で
は
な
か

っ
た
の
か
。

少
な

く
と
も
、
当
該
時
期
の
食
糧
問
題
に
関
し
、
「境
」
概
念

の
広
汎
な
存
在
を
指
摘
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
た
だ
、
そ
の

発
現
の
あ
り
方
は
二
様
で
あ
る
。
発
想
の
枠
組
み
を

「境
内
」
で
完
結
さ
せ
る

「食
糧
自
足
」
志
向
や
遏
糴

.
阻
米
行
為
と
し
て
現
わ
れ
る

一
面



を
有
す
る
も
の
。
他
方
、
そ
の
対
極
に
は
、
当
時
常
態
化
し
て
い
た

「
境
」
を
越
え
る
広
域
的
食
糧
流
通
、
と
く
に
商
業

流
通
の
堅
持

・
促
進

の

立
場
か
ら

の

「境
内
完
結
」
志
向
批
判
11

「
自
由
流
通
」

の
主
張
と

い
う

一
面
を
有
す
る
も
の
。
こ
れ
ら
の
二
面
性
を

「境
」
概
念
は
具
有
し
て

い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

小

結

十
七

・
十
八
世
紀
の
中
国
経
済
が
、
広
域
に
わ
た
る
、
し
か
も
活
発
な
商
品

・
商
業
流
通
を
不
可
欠
な
構
成
要
素
の

一
つ
と
し
て
展
開
し
て
い

っ
た
こ
と

は
確
か
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
情
況
の
下
、
清
朝
中
央
政
府
は
全
国
的
規
模
で
の

「自
由
流
通
」
を
目
指
す
と
共

に
、
民
間
商
業
流
通
の

　
れ

り

活
性
化
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
種
々
の
食
糧
問
題
解
決

へ
向
け
て
の
活
路
を
見

い
出
そ
う
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
皇
帝
を
頂

点
と
す
る
中
央
政
府
が
、
右

の
基
本
方
針
に
基
づ

い
て
下
す
具
体
的
な
裁
可
に
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
各
地
方

・
各
人
の
利
益

に
抵
触
す
る

も
の
も
存
在
し
た
。
と
く
に
、
地
域
主
義
的
発
想
に
根
ざ
し
た
認
識
や
行
動
は
、
両
者
間
の
矛
盾

・
対
立
を
不
可
避
に
し
た
。
本
稿
で
明
ら
か
に

し
た
よ
う

に
、
食
糧
自
足
の
志
向
に
し
て
も
、
遏
糴

や
阻
米
に
し
て
も
、
そ
れ
ら
が
各
地
方
な
い
し
各
人
の

「境
内
」
に
環
を
閉
ざ
し
た
発
想
に

基
づ
く
、
地
域
主
義
的
な
思
考

・
行
動
で
あ

っ
た
こ
と
は
間
違

い
あ
る
ま

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
先
述

の
通
り
、
乾
隆
十
八
年

の
改
革
に
よ

っ
て

果
た
さ
れ

た
官
採
買
の

「境
内
完
結
」
方
式
の
採
択
は
、
清
朝
中
央
政
府
に
も
ま
た
、
か
か
る

「境
」
概
念
の
存
在
し
た

こ
と
を
指
し
示
す
も
の

に
他
な
ら
な

い
。
し
た
が

っ
て
、
食
糧
問
題
に
関
す
る
場
合
、
「境
内
完
結
」
志
向
を
、
た
だ
各
地
方

・
各
人
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
、
な
い
し
自
己
主

張
と
し
て

の
地
域
主
義
と
評
価
す
る
ば
か
り
で
は
、
十
全
と
は
い
え
な

い
で
あ
ろ
う
。
当
該
時
期
に
お
け
る

「境
」
に
関
わ
る
固
有
の
発
想

の
広

汎
な
存
在

と
、
そ
の
共
有
と
を
改
め
て
評
価
す

べ
き
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。

清
代
後

期
以
降
に
お
け
る
地
域
主
義
の
展
開
、
総
督

・
巡
撫
ら
地
方
大
官

の
権
限
強
化
と
、
そ
れ
に
伴
う
省
を
単
位
と

し
た
地
方
政
府

の
中
央

に
対
す
る
相
対
的
肥
大
化
、
と

い
っ
た
事
態
を
勘
案
す
る
と
き
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た

「
境
」
の
問
題
は
、

一
考
に
値
す

る
も
の
と

い
え
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

「
境
」
の
問
題
は
、
よ
り
広
い
分
野
に
お
い
て
、
多
角
的
視
点
か
ら
ア
プ

ロ
ー
チ
を
試
み
る
必
要
の
あ
る
テ
ー
マ
で
あ

ろ
う
。
例
え
ば
、

一
般

民
衆

の
日
常
的
生
活
空
間
に
お
け
る

「境
」
認
識
や
、
商
業
圏
と

「
境
」、
通
婚
圏
と

「境
」
、
あ
る
い
は
ま
た
精
神
世

界
と

「境
」
、
等

々
。

い

わ
ば
、
空

間
の

「社
会
史
」
的
分
析
が
肝
要
と
な
ろ
う
が
、
そ
れ
は
爾
後

の
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。



註

(
1

)

安

部

健

夫

「米

穀

需

給

の
研

究
-

『雍

正

史
』

の

一
章

と

し

て

み

た

」

『東

洋
史

研

究

』

一
五
巻

一
号

、

一
九

五

七
年

(
の
ち

、

同

『清

代

史

の
研

究
』

創

文
杜
、

一
九
七

一
年
、
所
収

)。

(
2
)

全
漢
昇

「
美
洲
白
銀
與
十
八
世
紀
中
国
物
価
革
命
的
関
係
」

『中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
』

二
八
、

一
九

五
七
年

(
の
ち
、
同

『中
国
経
済
史
論
叢
』

第

二
冊
、
新
亜
研
究
所
、

一
九
七
二
年
、
所
収

)。

(
3
)

こ
こ
で
、
十
七

・
十
八
世
紀

の
食
糧
問
題
に
関
連
し
た
数
多

の
先
行
研
究
を
列
挙
す
る
紙
幅
は
な

い
し
、
ま
た
そ
れ
が
大
き
な
意
味
を
も

つ
と
も
思
わ
れ
な
い
。
以

下
、
行
論
に
関
係
す
る
も
の
に
つ
い
て
適
宜
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、
右

の
問
題
に
関
す
る
的
確
な
学
説
史

の
整
理
と
課
題
提
起
を
行
な

っ
た
も
の
に
、
岸

本
美
緒

「
清
代
物
価
史
研
究
の
現
状
」
『
中
国
近
代
史
研
究
』
五
集

、

一
九
八
七
年
、
が
あ
る
。

(
4
)

「境
」

の
概
念
と
流
通
に
関
わ
る
問
題
を
、
食
糧
問
題
を
素
材

に
考
察
す
る
こ
と

に
は
、

一
定

の
限
界
が
存
在
し
よ
う
。
と
く
に
、
食
糧
問
題

の
も

つ
強
烈
な
個
性

(
特
異
性

)
の
存
在
は
、
右
の
テ
ー

マ
に
対
す

る
普
遍
的
な
見
通
し
を
与
え
る
こ
と

に
、
留
保
を
与
え
る
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
反
面
、
食
糧
と
く
に
米
穀
は
、

塩
や
鉱
山
資
源

の
如
き
著
し

い
偏
在
を
伴
わ
ぬ
、

か
な
り
普
遍
性
を
有
す
る
存
在
で
あ

る
だ
け
に
、
「境
」
と
流
通

の
問
題
を
考
察
す
る
際
、

一
つ
の
分
析
対
象
と
し

て
、

一
定

の
有
効
性
を
保
持
す
る
も

の
と
考
え

ら
れ
る
。

(
5
)

三
頁
に
紹
介
し
た
両
江
総
督
尹
継
善

・
江
蘇
巡
撫
荘
有
恭
奏
摺
、
所

引
の
江
蘇
布
政
使
郭

一
裕

の
称
。

(
6
)

「
預
備
倉
」

の
項
の
割
註
。

(
7
)

乾
隆
八
年

(
一
七
四
三
)
に
関
す
る
記
事

の
割
註
。

(
8
)

洪
亮
吉

『巻
施
閣
文

甲
集
』

補
遺
、
「
寺
廟
論
」
。

(
9
)

全
漢
昇

「乾
隆
十
三
年
的
米
貴
問
題
」

『慶
祝
李
済
先
生
七
十
歳
論
文
集
』
台
北
、

一
九
六
五
年

(
の
ち
、
全
、
前
掲
書
、
所
収

)、
お
よ
び
則
松
彰
文

「
清
代
中
期

の
経
済
政
策
に
関
す

る

一
試
論
ー

乾
隆
十
三
年

(
一
七
四
八
)
の
米
貴
問
題
を
中
心
に

」

『九
州
大
学
東
洋
史
論
集
』

一
七
号
、

一
九
八
九
年

(以
下
、
拙
稿

A
と
略
記

)、
他
を
参

照
。

な
お
、
人

口
増
加
に
対
す
る
乾
隆
帝

の
認
識

の
変
化
に

つ
い
て
は
、
則
松
彰
文

「
清
代
中
期
の
漸
西
に
お
け

る
食
糧
問
題
」
『
東
洋
史
研

究
』

四
九
巻

二
号
、

一
九
九

〇
年

(
以
下
、
拙
稿
B
と
略
記

)、
六
二
～
六
三
頁
を
参
照
さ
れ
た

い
。

(
10
)

安
部
、
前
掲
論
文
、
参
照
。

(
11
)

『皇
朝
経
世
文
編
』
巻
三
七
、
戸
政
一
二

、
農
政
中
、
「請
海
彊
禾
棉
兼
種
疏
」
。

(
12
)

同
右
、
高
晋
上
疏

に
、

又
究
其
所
以
種
稲
多
費

工
本
之
故
、
則
因
田
間
支
河
汲
港
瀞
塞
者
多
、
銀
於
車
水
、
工
本

不
無
多
費
。

と
あ

る
。



(
13

)

業

食

佃

力

に

つ
い

て
は

、
濱

島

敦

俊

氏

の
重

厚

な

研
究

が

あ

る

。

同

『明

代

江
南

農

村

社
会

の
研

究
』

東

京

大

学

出
版

会

、

一
九

八

二
年

。

(
14

)

前

掲

、

註

(
11

)
の
高

晋

上

疏

に
、

「
使
知

食

重

於

衣

、
多

種

稲

而
少

種

棉

」

と
あ

る
。

(
15

)

同
右

、

高

晋

上
疏

に
、

「
官

民

固
知

為
根

本

之

計

」

と
あ

る
。

(
16

)

『皇

朝

経

世

文

編
』

巻

三

六

、

戸
政

一
一
、
農

政

上

、

「陳

省

農

田
水

利

牧

畜

疏
」
。

(
17

)

雲

南

巡
撫

二

時

、

雲
南

総

督

を

署

理

)

の
任

に
あ

っ
た
張

允

随

も

ま

た

、

乾
隆

二
年

二

七

三
七

)

の
上

疏

に

お

い

て
、

「
足
食

は
民

生

の
本

計

た

り
」

と

述

べ

て
、
勧

農

に
関

す

る
議

論

を

展

開

し

て

い
る

。

『皇

朝

経
世

文

編
』

同
右

、

「
勧

農

三
策

疏

」
。

ま
た

、

後
掲

、
註

(
18

)
の
郭

起

元

も

、

「然

れ

ど

も
小

民

は

大

計
を

知

ら

ず

、

云

々
」

(
同
左

)と

し

て
、
地

を

耗

ず

る

タ

バ

コ
栽
培

を

批

判

し

て

い

る
。

(
18

)

郭

起

元

『介

石

堂
集

』

古

文

、
巻

八

、

書

、

「上

大

中

丞
周

夫

子

書
」
。

同

史

料

は

、
若

干

の
字

句

の
異

同
を

伴

い
、

『皇

朝

経

世

文
編

』

同

右

、

に
も

収

載

。

(
19

)

『
皇
朝

経

世

文

編
』

巻

四
四

、

戸
政

一
九

、
荒

政

四

、

「與

断

江

黄

撫

軍
請

開

米

禁
書

」
。

な

お

、
察

世

遠

『
二
希

堂

文
集

』

に

つ

い
て

は
、

筆

者
未

見

。

(
20

)

『
皇
朝

経

世

文

編
』

巻

三
四

、

戸
政

九

、

屯
墾

、

「
請

開
広

信

封

禁

山
並

玉

山

鉛

砿

疏
」
。

(
21

)

例

え

ば

、
雍

正

ー
嘉

慶

年

間

の
人
、

江

輝

祖

『学

治

続
説

』

「
隣

境
重

案

不

宜

分
珍

域

」

に

は

、

「守

土

之
官

、

治

不

越
境

似

也

」

と
あ

る
。

(
22

)

「
庚

辰

雑
著

二
」

は

、
嘉

慶

庚

辰

の
年

、

二

十

五
年

(
一
八

二
〇

)
に
執

筆

さ

れ

た
も

の
で

あ

る
。

(
23

)

前

掲

、
註

(
9

)
の
全

漢

昇

論

文

、
お

よ

び

拙
稿

A

・
B
、
参

照

。

(
24

)

包

世

臣

の
議

論

に

関

し

て
、

さ

ら

に
留

意

し

な
け

れ

ば

な

ら
な

い
こ

と

は
、

当

時

の
蘇

州

が

あ

わ
せ

も

っ
て

い
た

長

江
米

穀

流

通

上

の

一
大

集

散

地
と

し

て

の
側

面

に
関

す

る

言
及

が

、

一
切

な

さ

れ

て

い
な

い
と

い
う

点

で

あ

る
。

周

知

の
如

く

、

長

江
水

運

に

よ

っ
て
下

流

し

て
き

た

米
穀

は
、

蘇

州
府

楓

橋

鎮

に

一
旦

集

積

さ

れ

、

当

地

を

起

点

と

し

て
さ

ら

に

南

北

へ
と

搬

出

さ

れ

た

(安

部

、

前

掲
論

文

、

参

照

)
。

か

か

る
蘇

州

の
搬

出
地

と

し

て
の

実
態

を

踏

ま

え

る

な

ら

ば

、
包

世

臣

の
よ
う

な

蘇

州
府

内

で
完

結

し

た
食

糧

自

足
論

は

、

議
論

と

し

て

不
完

全

な

も

の
と

い
え

よ

う
。

あ

る

い
は
、

包

世

臣

の
議

論

は

、
右

の
如

き

不
備

を

承

知

で

、
酒

・
煙

・
ア

ヘ
ン
三
害

を

強

調

し

て
述

べ
た

に

過
ぎ

な

い
も

の
と

評

価

す

べ
き

な

の
で
あ

ろ
う

か

。

(
25

)

「
境

内

完

結
」

に
よ

る

食

糧
自

足

へ
向

け

て

の
具
体

的

施

策

が

、

果

た

し

て
実

際

に

地
方

官

ら

に
よ

っ
て
試

み
ら

れ

た

の
か
否

か
、

と

い
う

問

題

が
存

在

す

る

。

例

え

ば

、

先

に
紹

介

し

た
高

晋

の
提

言

が
、
具
体

的

に
実

行

に
移

さ
れ

た

の

か
ど

う

か

、

現
段

階

で

は
未

だ

確

認

で
き

て

い
な

い
。

今

後

の
検

討

課

題

で
あ

る
。

(
26

)

食

糧

自

足
と

「
境
内

完

結

」

の
問

題
を

以
上

の
よ
う

に
捉
え

る
と

、

我

々
が

従

来

行

な

っ
て
き

た
食

糧

自

足

に

関
す

る

評
価

に
は

、

一
定

の
修

正

を
加

え

る

必

要

が

存

し

よ

う

。
清

代

の
米
穀

需

給

に

関
す

る
安

部

健
夫

氏

の
先

駆
的

研

究

で

は
、

各

省

分
内

に
お

け

る
供

給

量

を

需
要

量

で

除

し
た

数

値

(
勿
論

、

生

産
額

と

人

[
数

そ

れ
ぞ

れ

の
数
値

に
留

保
を

付

し

つ

つ
も

)
を

も

っ
て
、

食

糧
自

足

が

可

能

な
省

分

か

否

か

が
検

証

さ

れ
た

。

ま

た

、
従

来

の

研
究

で
は

、
省

あ

る

い
は
府

・
県

を

単

位

に
、

食

糧

自

足

の
能

否

が

ま

ま

語

ら

れ

て
き

た

。

し

か

し
、

右

の
評

価

は

、
本

稿

で

指

摘

し
た

士

人

層

の

発
想

と

同

じ

く

、

「境

内

完

結

」

に

よ

る
食

糧

自

足

を

問

う

た
も

の
に

過
ぎ

な

い
。

そ

れ

は
あ

く

ま

で
、

一
つ
の
枠

組

み

を

設
定

し

た
」

で

の
思

考

に
過

ぎ

な

い
も

の

で
あ

っ
て
、

当

時

の
実

態

と

は

お

よ
そ

無

縁

な

も

の
と

い
え

よ
う

。

食

糧
自

足

が

可

能

か
否

か

と

い
う
問

題

は

、
当

時

恒

常

的

に
行

な

わ

れ
た

「
境
」

を

越

え

る
食

糧

の
出

人

と

い
う

重

要

な
要

素

を

も
踏

ま

え

た

、

現
実

的

問

題



と

し

て
語

る

必
.要

が
あ

る

で
あ

ろ
う

。

(
27

)

安
部

、

前

掲

書

、

四
九

四

頁

、

お
よ

び

拙
稿

A
、

二

三

八
頁

、
参

照
。

(
28

)

金

置
県

は

、

雍

正

二
年

(
一
七
二

四

)
に
無

錫

県

を

析

し

て
設

置

さ

れ
た

。

然

る

に
、

黄

印

の

『錫
金

識
小

録
』

の
中

で

の
記

述

は
、

依

然

と

し

て
分

県

前

の
状

態

で
為

さ

れ

て
お

り

、
金

置

を

も
含

め

て
、

「
無
錫

」

な

い
し

「吾

邑

」

と

い

っ
た

語

が
使

用

さ

れ

て

い
る

。

(
29

)

黄

印

『錫

金

識

小

録
』

巻

.
、

備
参
上

、

「
米
価

」
。

(
30
)

同

右

、

「
力
作

之

利

」
。

へ
31

)

無

錫

・
金

置

両
県

の
米
穀

需
給

に
関

す

る
情

況

の
大
変

化

を

も

た

ら
し

た

要
素

は

種

々
あ

ろ
う

が

、
黄

印

の
見

解

で
は

、

そ

れ
が

商

人

活
動

に
よ

る

も

の
と

看

倣

し

て

い
る

ニ

ュ
ア

ン
ス
を

窺

う

こ
と

が

で
き

よ
う

。

ま

た

、
本

文

後

掲

の
史

料

に

語

ら
れ

る
如

く

、

乾

隆

十

=
.年

前

後

に

お
け

る
浙
江

省

の
深
刻

な
漱

収

も

、
無

錫

.
金

置

米

の
流

出

を

助

長

し
た

と

思

わ

れ

る
。

(
32

)

中

国

人

民
大

学

清

史

研

究

所

・
棺

案

系

中

国

政
治

制

度

史

教

研

室

合
編

『康

雍

乾

時
期

城

郷

人

民

反
抗

闘
争

資

料
』

下

冊
、

中

華

書

局

(
北
京

)、

一
九

七
九

年

、

五
六

二

～

五
九

四
頁

、

「反

対

拾

高

米
価

操

縦

民
食

」
、

所

収

の
事

例

、
参

照
。

(
33

)

三
木

聰

「
抗

租

と

阻
米

明

末

清

初
期

の
福

建

を

中

心

と

し

て

」

『東

洋

史

研

究
』

四

五
巻

四

号

、

一
九

八

七

年

。
ま

た

同

「
沙

県

清

代

福

建

の

一
地

方
社

会
ー

」

『史

朋
』

二

四
号

、

.
九
九

一
年

、

二

五

～
二
.○

頁

、
参

照

。

蓼

三
木

氏

は

、

・
本
境
」

が

指

し
示

す

具

体
的

な

地

域

に

つ
い

て
、

断
定

は

避

け

る
も

の

の
、
古

島

和
雄

氏

の
所

説

を
参

照

し

つ

つ
、
.
或

い
は
、

佃

曲辰
が

日
常

的

に
接

触

す

る

・農

村

集
市

市

場

を

中

心
と

す

る

地
域
社
会

』

で
あ

ろ
う

か
」

と

の
見

通

し
を

述

べ
て

い

る

(
三
木

、

前

掲
一
九

八
七

年
論

文

、

五

六
頁

、

註

へ
騒

)
、
参

照

)。

本

稿

に

お
け

る

問

題

関
心

か

ら

付
言

す

れ

ば

、

阻
米

に
参

画

し
た

佃

農

の

「
境

」

認
識

と

、
佃

農

の
阻

米

を
描

写

し

た

地
方

志

の
筆
者

、

あ

る

い
は
阻

米

.
槍
米

を

収

拾

し

、

具
体

的

な

手

立

て
を

加

え

た

地
方

官

(
三
木

、

前

掲

一
九

八

七
年

論

文

、

四

八
頁

に

紹
介

さ
れ

た

崇
禎

年

問

の
汀

州
府

清

流
県

知

県

都

応

輌

の
事

例

な

ど

)
等

の
も

つ

「境

」

認

識

と

は
、

や
は

り

そ

れ
ぞ

れ

区
別

し
て

分

析
す

る
必

要

が
あ

る

の
で

は
な

い
だ

ろ
う

か

。

(
35

)

陳

弘

謀

『培

遠

堂

偶
存

稿

』

文

撤

、

巻

一
五

、

江
西

巡

撫

任

。

(
36

)

『高

宗

実

録
』

巻

五
〇

二

、
乾

隆

二

〇
年

(
一
七

五

五

)
十

二

月
甲

.辰

上

諭

。

(
37

)

『
宮
中

棺

乾

隆

朝
奏

摺
』

第

=

二
輯

、

七

〇
頁

、

二

〇
年

一

一
月

二

三

口

の
太
子

太

保

署

理
両

江

総

督
弄

継

善

奏

摺
。

(
38

)

昇

継
善

は

こ

の
点

に
関

し

、

同
右

奏

摺

に

お

い

て
、

さ

ら

に
次

の
よ
う

に
述

べ
て

い
る

。

令
各

省

督

撫

、

厳
筋

属

吏

、
無

分

珍

域

、
共

憧

民

難

、
商

販

聴

其
流

通

、

不
得

混

行
遏
糴

。

米

船

不

拘

大
小

多

寡

、
任

葱

装

載

、
不

得

官

為

阻
欄

。

並

遍
行

曉

諭

、

不

許
無

頼

棍

徒

借
端

生

事

、

違
者

厳

摯

治
罪

。

へ
39

)

拙

稿

A
、

二

三
八

～

二

一二
九

頁

、
参

照
。

ま

た

、
後

掲

、

註

(
40

)
の
黒

田
明

伸

論

文

、

=

二
～

一
四
頁

に
は

、
常

平

倉

穀

の
補

愼

問

題
と

遇

擢

禁

止
と

の
関

わ

り

に

つ

い
て
論

及

が
な

さ

れ

て

い
る
。



(
40
)

山
本
進

「清
代
前
期

の
平
糶

政
策

採
買

・
倉
儲
政
策

の
推
移

」

『史
林
』
七

一
巻
五
号
、

↓
九
八
八
年
、
同

「
清
代
中
期
の
経
済
政
策

白
蓮
教
反
乱

前
後
の
四
川

」

『史
学
雑
誌
』
九
八
編
七
号
、

一
九
八
九
年
、
黒
田
明
伸

「清
代
備
蓄
考
ー

資
産
形
態
よ
り
み
た
経
済
構
造
論
ー

」
『
史
林
』
七

}
巻
六
号
、

一
九

八

八
年

、

お

よ

び
拙

稿

A

・
B
、

等

参

照
。

(
41

)

黒

田

、
前

掲

論
文

、

五
～

六

頁
、

拙

稿

A

、

二

三
六

～

二
三

九

頁

、
参

照

。

(
42

)

拙

稿

A
、

参

照

。

(
43

)

黒

田

、
前

掲

論
文

は
、

乾

隆

十

八
年

の
改

革

に
よ

っ
て
採

用

さ

れ

た
倉

穀

補
墳

の
現

地

調

達
方

式

が

、

そ

の
後

嘉
慶

初

年

ま

で
継

続

し

た

こ

と
を

確

認

し

、

か
か

る

行

政

的
穀

物

備

蓄

が
客

観

的

に
果

た

し

た

地

域
資

産

形
成

の
構

造

を
指

摘

し

て

い
る
。

他

に

、
拙

稿

A
、

二

一二
八

～

二

一二
九

頁

、
拙

稿

B
、

六

一
頁

、

参

照

。

(
44

)

「自

山

流

通

」

に

関
し

、

岸
本

美

緒

「
清

朝
中

期

経

済

政
策

の
基

調

一
七

四

〇
年

代

の
食

糧

問

題
を

中

心

に

」

『近

き

に
在

り

て
』

一

一
号

、

一
九

八
七

年

、

が

示

唆

に
富

む
提

言

を

行

な

っ
て

い
る

。

(
45

)

前

掲
、

註

(
44

)
の
岸

本

論
文

、
お

よ

び

拙
稿

A
、

参

照
。

〔追
記
〕

本
稿
は
、
平
成
二
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費

(
奨
励
研
究
A
)
「
清
代
中
期

の
食

糧
問
題
に
関
す
る
研
究
」
の
研
究
成
果
の

一
部
で
あ

る
。


